
近年、近隣諸国との関係悪化が問題になっている。
戦争によって、加害者と被害者が生まれ、国同士の間には遺恨だけが残る。
このような情勢の中、 国立追悼施設を建設しようという動きもあった。

私は、
死者の生前をしのび、その死を悼み悲しむことである「追悼」を行う施設ではなく、
過去の出来事への思いを新たにして、未来へと前進する「平和を記念する」施設を提案したい。

皇居の東側は一般人に自由に解放されているが、
そこは東京の中心でありながら広大な敷地がただ漠然と存在していて、その価値を見つけ出す事は難しい。

そこに求心力のある平和を願う公園を造る事で、東京に新しい価値、社会的・文化的な価値を生み出す。
未来へと続く平和の都市東京の象徴としての建築。

敷地は皇居内の蓮池濠。
蓮の花言葉の中には、「沈着」「休養」「雄弁」「神聖」がある。

東京平和記念公園 
-Tokyo Peace Memorial Park-




